[image: ]やんでいる　よのなかを　
　　　いやす　ほうほう


げつようび

終 (お)わりに言 (い)います。主 (しゅ)にあって、その大能 (たいのう)の力 (ちから)によって強 (つよ)められなさい。悪 (あく)魔 (ま)の策略 (さくりゃく)に対 (たい)して立 (た)ち向 (む)かうことができるために、神 (かみ)のすべての武具 (ぶぐ)を身 (み)に着 (つ)けなさい。私 (わたし)たちの格闘 (かくとう)は血肉 (けつにく)に対 (たい)するものではなく、主 (しゅ)権 (けん)、力 (ちから)、この暗 (くら)やみの世 (せ)界 (かい)の支 (し)配者 (はいしゃ)たち、また、天 (てん)にいるもろもろの悪霊 (あくれい)に対 (たい)するものです。(10～12)


エペソ
6章 (しょう)10～13節 (せつ)


　　　　　　
多 (おお)くの人 (ひと)がうつ病 (びょう)、双極性 (そうきょくせい)障害 (しょうがい)（躁 (そう)うつ病 (びょう)）のような心 (こころ)の病気 (びょうき)を抱 (かか)えながら生 (い)きています。特 (とく)に精神 (せいしん)問題 (もんだい)や自 (じ)殺 (さつ)などに関 (かん)する問題 (もんだい)は、メディアを通 (とお)してたくさん見 (み)聞 (き)きするでしょう。このような心 (こころ)の病気 (びょうき)は、他 (ほか)の人 (ひと)のことばや問題 (もんだい)のために受 (う)けた傷 (きず)を何 (なん)度 (ど)も繰 (く)り返 (かえ)し考 (かんが)えることによって始 (はじ)まります。正 (ただ)しい判断 (はんだん)ができないほど、心 (こころ)、考 (かんが)え、精神 (せいしん)が弱 (よわ)くなって現 (あらわ)れる病気 (びょうき)です。これはすべて霊的 (れいてき)問題 (もんだい)が原因 (げんいん)です。また、罪 (つみ)とサタンを背景 (はいけい)とする根本 (こんぽん)問題 (もんだい)からのことです。宗教 (しゅうきょう)や臨床 (りんしょう)心理学 (しんりがく)のような人 (ひと)の方法 (ほうほう)では解決 (かいけつ)できません。このように病気 (びょうき)になっている世 (よ)の中 (なか)をいやす方法 (ほうほう)は、ただ神様 (かみさま)のみことばだけです。ですから、すべての問題 (もんだい)を神様 (かみさま)のみことばと照 (て)らし合 (あ)わせてみなければなりません。そのとき、みことばで新 (あたら)しい悟 (さと)りと答 (こた)えを受 (う)けるようになります。
それと同 (どう)時 (じ)に、医 (い)学的 (がくてき)、科 (か)学的 (がくてき)、霊的 (れいてき)に、なぜこのような問題 (もんだい)がきたのかを知 (し)らなければなりません。そして、問題 (もんだい)を持 (も)つ人々 (ひとびと)に彼 (かれ)ら自 (じ)身 (しん)がいまどんな状態 (じょうたい)なのかを知 (し)らせて、みことばと祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)するように助 (たす)けるべきです。最 (さい)後 (ご)に、私 (わたし)をいやされたキリストの証人 (しょうにん)として他 (ほか)の人 (ひと)を助 (たす)けるならば、いやしが起 (お)きます。人 (ひと)の話 (はなし)と問題 (もんだい)を神様 (かみさま)のみことばに照 (て)らして神様 (かみさま)の計画 (けいかく)を見 (み)つけましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








神様 (かみさま)、ありがとうございます。神様 (かみさま)のみことばによって病 (や)んでいる世 (よ)の中 (なか)をいやすレムナントになるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

産業宣教メッセージ│2019.9.7
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　　病 (や)んでいる世 (よ)の中 (なか)をいやす神様 (かみさま)のみことばを黙想 (もくそう)しながら
　　　　　　下 (した)の（　　）を埋 (う)めましょう。





終 (お)わりに言 (い)います。（　　　）にあって、
その大能 (たいのう)の力 (ちから)によって強 (つよ)められなさい。
（　　　　　　　　）に対 (たい)して立 (た)ち向 (む)かうことができるために、
神 (かみ)の（　　　　　　　　）を身 (み)に着 (つ)けなさい。
私 (わたし)たちの格闘 (かくとう)は（　　　　）に対 (たい)するものではなく、
主権 (しゅけん)、力 (ちから)、この暗 (くら)やみの世 (せ)界 (かい)の（　　　　）たち、
また、天 (てん)にいるもろもろの（　　　）に対 (たい)するものです。
ですから、邪悪 (じゃあく)な日 (ひ)に際 (さい)して対抗 (たいこう)できるように、
また、いっさいを成 (な)し遂 (と)げて、堅 (かた)く立 (た)つことができるように、
神 (かみ)の（　　　　　　　）をとりなさい。
エペソ6:10～13










書 (か)いてみよう
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



[image: ]ふくいんと　いのり　しゅうちゅう



かようび


この人 (ひと)たちは、婦 (ふ)人 (じん)たちやイエスの母 (はは)マリヤ、およびイエスの兄弟 (きょうだい)たちとともに、みな心 (こころ)を合 (あ)わせ、祈 (いの)りに専念 (せんねん)していた。
使徒 (しと)
1章 (しょう)14節 (せつ)


　　　　　　
神様 (かみさま)はこの時 (じ)代 (だい)に、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)からはじまった福音 (ふくいん)運動 (うんどう)が、レムナントを通 (とお)して起 (お)きることを願 (ねが)っておられます。３つのことを覚 (おぼ)えて、福音 (ふくいん)と祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)すれば良 (よ)いのです。
１つ目 (め)、十字架 (じゅうじか)で完了 (かんりょう)された（ヨハネ19:30）福音 (ふくいん)のみことばが私 (わたし)に成就 (じょうじゅ)する集中 (しゅうちゅう)が必要 (ひつよう)です。それとともに、私 (わたし)のすべてのことを祈 (いの)りにつなげる祈 (いの)り集中 (しゅうちゅう)をすることも重要 (じゅうよう)です。そうすれば、神様 (かみさま)が少 (すこ)しずつ私 (わたし)をいやしてくださいます。今 (いま)はまだなにも起 (お)きていないように見 (み)えますが、時 (とき)がくれば実 (み)を結 (むす)ぶ木 (き)のように、神様 (かみさま)が私 (わたし)を育 (そだ)てておられます。マルコの屋上 (おくじょう)の間 (ま)で契約 (けいやく)を握 (にぎ)って集 (あつ)まった弟子 (でし)に、イエス様 (さま)が聖霊 (せいれい)の満 (み)たしを与 (あた)えられたように「私 (わたし)にも24時 (じ)止 (と)まることがない聖霊 (せいれい)の満 (み)たしをください」と祈 (いの)りましょう。２つ目 (め)、この祝福 (しゅくふく)を私 (わたし)がいる所 (ところ)で味 (あじ)わいましょう。会 (あ)う友 (とも)だち、行 (い)く所 (ところ)が伝道 (でんどう)の門 (もん)になって、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)を成 (な)し遂 (と)げる機 (き)会 (かい)になります。３つ目 (め)、神様 (かみさま)のみことばが成就 (じょうじゅ)して、弟子 (でし)が起 (お)きるようになります。
このように、完了 (かんりょう)されたキリストの契約 (けいやく)に、すべてのことを祈 (いの)りでつなげて神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)する時 (じ)間 (かん)を持 (も)ちましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








神様 (かみさま)、ありがとうございます。初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)のように、福音 (ふくいん)の答 (こた)えを味 (あじ)わって祈 (いの)りを味 (あじ)わうレムナントとして伝道運動 (でんどううんどう)に用 (もち)いられますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

核心訓練メッセージ│2019.9.7
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　　私 (わたし)の生活 (せいかつ)の中 (なか)で、福音 (ふくいん)と祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)する時 (じ)間 (かん)を持 (も)つために
　　　　　　確認 (かくにん)しましょう。



　まずは、時 (じ)間 (かん)を決 (き)めよう！
１．福音 (ふくいん)のみことばを黙想 (もくそう)して
　集中 (しゅうちゅう)祈 (いの)りをする時 (じ)間 (かん)
２．聖書 (せいしょ)を読 (よ)んだり、読書 (どくしょ)する時 (じ)間 (かん)
３．運動 (うんどう)する時 (じ)間 (かん)
　
みことばを
適用 (てきよう)しよう
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



[image: ]まことの　ふくいんと　けんいを
　　　あじわう　レムナント


すいようび


イエスは彼 (かれ)らに言 (い)われた。「あなたがたは、わたしをだれだと言 (い)いますか。」
シモン・ペテロが答 (こた)えて言 (い)った。「あなたは、生 (い)ける神 (かみ)の御子 (みこ)キリストです。」(15～16)
マタイ
16章 (しょう)13～20節 (せつ)



　　　　　　
本当 (ほんとう)の祈 (いの)りの答 (こた)えとはなんでしょうか。私 (わたし)が願 (ねが)うままにすべてがうまくいって、問題 (もんだい)が解決 (かいけつ)されることでしょうか。それは宗教的 (しゅうきょうてき)な祈 (いの)りの答 (こた)えです。神 (かみ)の子 (こ)どもが霊的 (れいてき)事 (じ)実 (じつ)を知らなければ、宗教 (しゅうきょう)家 (か)と同 (おな)じ信仰 (しんこう)でお祈 (いの)りしてしまいます。それでは、本当 (ほんとう)の祈 (いの)り答 (こた)えを受 (う)けるためには、どうしたら良 (よ)いのでしょうか。
１つ目 (め)、まことの福音 (ふくいん)を知 (し)って握 (にぎ)らなければなりません。イエス様 (さま)を良 (よ)い人 (ひと)、力 (ちから)ある方 (かた)だと思 (おも)うのではなく、暗 (くら)やみに勝 (か)たれたキリストだと信 (しん)じることです。そのイエス様 (さま)が私 (わたし)のすべての状況 (じょうきょう)と問題 (もんだい)の中 (なか)で主人 (しゅじん)になるとき、私 (わたし)は正 (ただ)しく考 (かんが)えることができるようになるので、サタンが私 (わたし)をだますことができなくなります。２つ目 (め)、神 (かみ)の子 (こ)どもである私 (わたし)に与 (あた)えられた暗 (くら)やみに勝 (か)つ権 (けん)威 (い)を味 (あじ)わいましょう。ペテロに約束 (やくそく)されたように、絶対 (ぜったい)に揺 (ゆ)れない岩 (いわ)の上 (うえ)に私 (わたし)をたてて、天国 (てんごく)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことができる天国 (てんごく)の鍵 (かぎ)と、暗 (くら)やみの力 (ちから)に勝 (か)つ権 (けん)威 (い)が与 (あた)えられました。３つ目 (め)、それだけではなく、無 (む)限 (げん)の力 (ちから)と神様 (かみさま)のことが残 (のこ)っています。そのときまで私 (わたし)に与 (あた)えられた身 (み)分 (ぶん)と権 (けん)威 (い)を味 (あじ)わう証人 (しょうにん)として立 (た)つレムナントになりましょう。
毎日 (まいにち)、３つのことを黙想 (もくそう)して、神様 (かみさま)から与 (あた)えられる本物 (ほんもの)の答 (こた)えを待 (ま)ちましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








神様 (かみさま)、ありがとうございます。毎日 (まいにち)、福音 (ふくいん)の中 (なか)で、神 (かみ)の子 (こ)どもの身 (み)分 (ぶん)と権 (けん)威 (い)を味 (あじ)わって、限 (かぎ)りない力 (ちから)と神様 (かみさま)のことを待 (ま)つことができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

インマヌエル聖日１部│2019.9.8
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]みことばを
適用 (てきよう)しよう
　　　　　　きょうのみことばをもういちど黙想 (もくそう)して、心 (こころ)に残 (のこ)った
　　　　　　単 (たん)語 (ご)を使 (つか)って祈 (いの)りの文 (ぶん)を書 (か)きましょう。
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



[image: ]まことの　しんでん　
　　　　　　かいふくの　ビジョン

もくようび


すると、イエスが来 (こ)られて、彼 (かれ)らに手 (て)を触 (ふ)れ、「起 (お)きなさい。こわがることはない」と言 (い)われた。それで、彼 (かれ)らが目 (め)を上 (あ)げて見 (み)ると、だれもいなくて、ただイエスおひとりだけであった。彼 (かれ)らが山 (やま)を降 (お)りるとき、イエスは彼 (かれ)らに、「人 (ひと)の子 (こ)が死 (し)人 (にん)の中 (なか)からよみがえるときまでは、いま見 (み)た幻 (まぼろし)をだれにも話 (はな)してはならない」と命 (めい)じられた。(7～9)

マタイ
17章 (しょう)1～9節 (せつ)



　　　　　　

まだ遠 (とお)くにあること、未 (み)来 (らい)のことを手繰 (たぐ)り寄 (よ)せて、確実 (かくじつ)な絵 (え)として描 (えが)いたものをビジョンと言 (い)います。たとえば、たくさん勉強 (べんきょう)してこそ合格 (ごうかく)するテストを受 (う)けなくてはならないとき、すべてを完璧 (かんぺき)に暗 (あん)記 (き)することができれば、テストは良 (よ)くできるでしょう。同 (おな)じように、まことの神殿 (しんでん)を回復 (かいふく)する契約 (けいやく)を、教会 (きょうかい)を通 (とお)して神様 (かみさま)から与 (あた)えられる契約 (けいやく)として受 (う)けるとき、私 (わたし)のビジョンははっきりとしたものになるでしょう。その神殿 (しんでん)とはどんな姿 (すがた)でしょうか。
１つ目 (め)、単 (たん)なる礼拝 (れいはい)をささげる神殿 (しんでん)ではなく、暗 (くら)やみ文 (ぶん)化 (か)を砕 (くだ)く神殿 (しんでん)です。出 (しゅつ)エジプトの10の奇 (き)跡 (せき)も、エジプトの暗 (くら)やみ文 (ぶん)化 (か)を砕 (くだ)く戦 (たたか)いでした。２つ目 (め)、旧約 (きゅうやく)に預 (よ)言 (げん)されたキリストが成就 (じょうじゅ)される神殿 (しんでん)です。創世 (そうせい)記 (き)３章 (しょう)15節 (せつ)の女 (おんな)の子 (し)孫 (そん)であり、創世 (そうせい)記 (き)６章 (しょう)14節 (せつ)の箱舟 (はこぶね)であるキリストを全 (ぜん)世 (せ)界 (かい)237か国 (こく)に知 (し)らせる教会 (きょうかい)になることを祈 (いの)りましょう。３つ目 (め)、教会 (きょうかい)が失 (うしな)ったレムナントと未 (み)信者 (しんじゃ)、多 (た)民族 (みんぞく)を生 (い)かす神殿 (しんでん)です。このビジョンを自 (じ)分 (ぶん)のこととして抱 (いだ)くレムナントを通 (とお)して、神様 (かみさま)がいやしとサミットを生 (い)かす神殿 (しんでん)を回復 (かいふく)してくださるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、ありがとうございます。神様 (かみさま)が教会 (きょうかい)を通 (とお)してなされることを確実 (かくじつ)な絵 (え)として心 (こころ)に刻 (きざ)みますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

インマヌエル教会聖日2部┃2019.9.8
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　　今月 (こんげつ)の悩 (なや)みをいっしょに見 (み)ましょう！






パク・ウヨン牧師 (ぼくし)夫人 (ふじん)！
私 (わたし)、なやんでいます！

どうすればタラントを見 (み)つけられますか。
大人 (おとな)たちは、タラントを発見 (はっけん)してこそ、
自 (じ)分 (ぶん)だけの唯一性 (ゆいいつせい)を見 (み)つけることが
できると言 (い)うのだけど･･･




多 (おお)くの人 (ひと)は持 (も)って生 (う)まれた自 (じ)分 (ぶん)の才能 (さいのう)、強 (つよ)みとなるところ、長所 (ちょうしょ)を指 (さ)してタラントと言 (い)います。
しかし、聖書 (せいしょ)で言 (い)うタラントとは、福音 (ふくいん)に集中 (しゅうちゅう)して、福音 (ふくいん)が刻印 (こくいん)されたときに発見 (はっけん)できることです（マタイ25:14～30）。神様 (かみさま)から与 (あた)えられたタラントを見 (み)つけたいと、私 (わたし)に与 (あた)えられたタラントは何 (なん)ですかと質問 (しつもん)して待 (ま)っているなら、正確 (せいかく)な時 (じ)刻表 (こくひょう)に、そのタラントを発見 (はっけん)することになります。私 (わたし)たちが生 (う)まれる前 (まえ)から、神様 (かみさま)は私 (わたし)たちをご存 (ぞん)知 (じ)で、お母 (かあ)さんのお腹 (なか)から出 (で)る前 (まえ)にすでに私 (わたし)たちのことを定 (さだ)められたと言 (い)われているからです（エレミヤ1:5）。そして、その神様 (かみさま)は私 (わたし)たちの願 (ねが)うところ、思 (おも)うところのすべてを越 (こ)えて豊 (ゆた)かに施 (ほどこ)すことのできる方 (かた)だからです。（エペソ3:20）
このような聖書 (せいしょ)の事 (じ)実 (じつ)とともに、よく観察 (かんさつ)するべきことがあります。好 (す)きで得 (とく)意 (い)なこと、ほめられること、楽 (たの)しくて時 (じ)間 (かん)が過 (す)ぎるのがわからないほど熱中 (ねっちゅう)できること、他 (ほか)の人 (ひと)には難 (むずか)しいことなのに私 (わたし)には簡単 (かんたん)にできることなどについてです。その中 (なか)に、私 (わたし)だけのタラントが隠 (かく)れています。(ただし！あなたが夢中 (むちゅう)になっているゲームや遊 (あそ)びはタラントではありません。)
タラントは、両親 (りょうしん)や環境 (かんきょう)の影響 (えいきょう)を受 (う)けて完成 (かんせい)する場 (ば)合 (あい)もあります。たとえば歌 (うた)が上手 (じょうず)で、たくさん作品 (さくひん)を残 (のこ)しているような両親 (りょうしん)をもつ子 (こ)どもは、やはりそのようなタラントを持 (も)つ可 (か)能性 (のうせい)が高 (たか)いと言 (い)えるでしょう。しかし、そのような両親 (りょうしん)を側 (そば)で見 (み)て育 (そだ)ち、指 (し)導 (どう)を受 (う)けてたくさん努力 (どりょく)をしたにも関 (かか)わらず、上位 (じょうい)10％に入 (はい)ることができないときは、他 (ほか)の分 (ぶん)野 (や)に、上位 (じょうい)10％に入 (はい)るその子 (こ)のタラントが、たしかに隠 (かく)されています。
なによりもまず、私 (わたし)よりも私 (わたし)をよくご存 (ぞん)じである神様 (かみさま)と、毎日 (まいにち)24時 (じ)間 (かん)疎 (そ)通 (つう)しながら見 (み)つける答 (こた)えを求 (もと)めましょう！
なやんで
います
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[image: ]　いのりと　みことばの　うつわ
　　　　
　　


きんようび

また、もうひとりの御 (み)使 (つか)いが出 (で)て来 (き)て、金 (きん)の香 (こう)炉 (ろ)を持 (も)って祭壇 (さいだん)のところに立 (た)った。彼 (かれ)にたくさんの香 (こう)が与 (あた)えられた。すべての聖 (せい)徒 (と)の祈 (いの)りとともに、御座 (みざ)の前 (まえ)にある金 (きん)の祭壇 (さいだん)の上 (うえ)にささげるためであった。香 (こう)の煙 (けむり)は、聖 (せい)徒 (と)たちの祈 (いの)りとともに、御 (み)使 (つか)いの手 (て)から神 (かみ)の御 (み)前 (まえ)に立 (た)ち上 (のぼ)った。それから、御 (み)使 (つか)いは、その香 (こう)炉 (ろ)を取 (と)り、祭壇 (さいだん)の火 (ひ)でそれを満 (み)たしてから、地 (ち)に投 (な)げつけた。すると、雷鳴 (らいめい)と声 (こえ)といなずまと震 (しん)が起 (お)こった。

黙 (もく)示 (し)
8章 (しょう)3～5節 (せつ)



　　　　　　

見 (み)えない部 (ぶ)分 (ぶん)である私 (わたし)たちの霊的 (れいてき)状態 (じょうたい)が正常 (せいじょう)ならば、どんなことが起 (お)きても関係 (かんけい)ありません。たとえば、どんなに新 (あたら)しい車 (くるま)であっても、その車 (くるま)のエンジンが故 (こ)障 (しょう)しているのなら、使 (つか)い道 (みち)のない車 (くるま)になります。しかし、どんなに見 (み)た目 (め)がボロボロでもエンジンがだいじょうぶならば、その車 (くるま)はしっかりと走 (はし)ることができるでしょう。
あるときは毎日 (まいにち)が幸 (しあわ)せいっぱいで、伝道 (でんどう)が成 (な)り立 (た)つ祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わっているように思 (おも)うことがあります。反対 (はんたい)に、答 (こた)えがなく、私 (わたし)だけが苦 (くる)しみを経験 (けいけん)しているように思 (おも)える時 (じ)間 (かん)があったりもします。しかし、神様 (かみさま)は、福音 (ふくいん)の中 (なか)にいれば、結局 (けっきょく)、勝利 (しょうり)すると約束 (やくそく)してくださいました。これが表面 (ひょうめん)に現 (あらわ)れる答 (こた)えよりも、見 (み)えない私 (わたし)たちの霊的 (れいてき)状態 (じょうたい)が重要 (じゅうよう)な理 (り)由 (ゆう)です。それゆえ、私 (わたし)たちはどこにいても、ひとりで福音 (ふくいん)を味 (あじ)わうことができなければなりません。毎日 (まいにち)、３つのことをすれば良 (よ)いです。朝 (あさ)に<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>を黙想 (もくそう)して、私 (わたし)の一日 (いちにち)のスケジュールをもって祈 (いの)りましょう。昼 (ひる)の間 (あいだ)、学校 (がっこう)にいるときに起 (お)きるすべてのことを祈 (いの)りにしましょう。夜 (よる)には、みことばを読 (よ)んで、メッセージを聞 (き)く、深 (ふか)い集中 (しゅうちゅう)時 (じ)間 (かん)を持 (も)ちましょう。このように毎日 (まいにち)３つの時 (じ)間 (かん)を通 (とお)して、祈 (いの)りとみことばの器 (うつわ)を整 (ととの)えるならば、私 (わたし)の未 (み)来 (らい)を心配 (しんぱい)する必要 (ひつよう)もないほどに、神様 (かみさま)が私 (わたし)を導 (みちび)いてくださるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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神様 (かみさま)、ありがとうございます。私 (わたし)の現場 (げんば)でひとりでも勝利 (しょうり)する霊的 (れいてき)状態 (じょうたい)になりるようにりとみことばの器 (うつわ)をもって一日 (ついたち)を過 (す)ごせるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　　2020年新 (あたら)しい年 (とし)の最初 (さいしょ)の月 (つき)に、祈 (いの)りとみことばの器 (うつわ)を
　　　　　　整 (ととの)えながら、私 (わたし)に与 (あた)えられた感謝 (かんしゃ)することを考 (かんが)えて
　　　　　　５つ書 (か)きましょう。

みことばを
適用 (てきよう)しよう
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[image: ]キリストの　ひかりを　てらす
　　　　　　　　　　　　でんどう
　　　　　　　　
　　　　
　　
どようび


あなたがたは、地 (ち)の塩 (しお)です。もし塩 (しお)が塩 (しお)けをなくしたら、何 (なに)によって塩 (しお)けをつけるのでしょう。もう何 (なん)の役 (やく)にも立 (た)たず、外 (そと)に捨 (す)てられて、人々 (ひとびと)に踏 (ふ)みつけられるだけです。あなたがたは、世 (せ)界 (かい)の光 (ひかり)です。山 (やま)の上 (うえ)にある町 (まち)は隠 (かく)れる事 (こと)ができません。また、あかりをつけて、それを枡 (ます)の下 (した)に置 (お)く者 (もの)はありません。燭台 (しょくだい)の上 (うえ)に置 (お)きます。そうすれば、家 (いえ)にいる人々 (ひとびと)全 (ぜん)部 (ぶ)を照 (て)らします。

マタイ
5章 (しょう)13～15節 (せつ)




　　　　　　
伝道 (でんどう)は友 (とも)だちに福音 (ふくいん)であるイエス・キリストを伝 (つた)えることです。これには、それよりさらに重要 (じゅうよう)な意味 (いみ)があります。サタンの国 (くに)を神 (かみ)の国 (くに)に変 (か)える、いのち運動 (うんどう)だということです。言 (い)い換 (か)えれば、暗 (くら)やみに陥 (おちい)った人 (ひと)を救 (すく)って、サタンがもたらした運命 (うんめい)から抜 (ぬ)け出 (だ)すようにする驚 (おどろ)くべきことなのです。伝道 (でんどう)は難 (むずか)しくありません。暗 (くら)やみに光 (ひかり)を照 (て)らすことであるからです。私 (わたし)の中 (なか)におられるイエス様 (さま)が、すでに世 (よ)の光 (ひかり)です。この福音 (ふくいん)を持 (も)つひとりが、家 (か)族 (ぞく)、家 (か)系 (けい)を生 (い)かすことになります。また、使徒 (しと)の働 (はたら)きのピリポ執 (しつ)事 (じ)とアナニヤ執 (しつ)事 (じ)のように、地 (ち)域 (いき)を生 (い)かすことになります。また、ヨセフ、パウロのように、国 (くに)と全 (ぜん)世 (せ)界 (かい)を生 (い)かすことになります。
伝道 (でんどう)は歴 (れき)史 (し)を動 (うご)かす「てこ」です。「この御 (み)国 (くに)の福音 (ふくいん)は全 (ぜん)世 (せ)界 (かい)に宣 (の)べ伝 (つた)えられて、すべての国民 (こくみん)にあかしされ、それから、終 (お)わりの日 (ひ)が来 (き)ます。」（マタイ24:14）と言 (い)われたとおり、伝道 (でんどう)者 (しゃ)の歩 (あゆ)みを通 (とお)してこのことを成 (な)し遂 (と)げてくださいます。毎日 (まいにち)、祈 (いの)りとみことばの器 (うつわ)を備 (そな)える時 (じ)間 (かん)を持 (も)つとき、いのちであるキリストを伝 (つた)える伝道 (でんどう)の祝福 (しゅくふく)が私 (わたし)のことになるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、ありがとうございます。この世 (よ)にいのちの光 (ひかり)を照 (て)らすために、福音 (ふくいん)があかしされる祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことに私 (わたし)を用 (もち)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

新しい家族および現場働き人修練会２講┃2019.9.10

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


[image: ]　　　　　子 (こ)どものうつ病 (びょう)がどんどん増 (ふ)えている時 (じ)代 (だい)です。うつ病 (びょう)になっている
　　　　　友 (とも)だちがいるなら、次 (つぎ)のページのトラクトを作 (つく)って渡 (わた)して
　　　　　まことの幸 (しあわ)せを教 (おし)えてあげてください。
　　






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次 (つぎ)のページのすべての絵 (え)を実線 (じっせん)で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切 (き)り抜 (ぬ)いて、点線 (てんせん)でおります







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵 (え)と字 (じ)の紙 (かみ)を表裏 (おもてうら)にのりで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はりあわせます





　

　　　　　　　　　　　　　　　　長 (なが)い帯 (おび)をカードに巻 (ま)いて、止 (と)める部分 (ぶぶん)に
　　　　　　　　　　　　　　　　ハートのかたちをはります。
　　　　　　　　　　　　　　　　伝道 (でんどう)トラクトができました！
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
ワーク
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受 (う)け入 (い)れの祈 (いの)り
[bookmark: _GoBack]神様 (かみさま)、私 (わたし)は罪人 (つみびと)です。いままで神様 (かみさま)から離 (はな)れ
神様 (かみさま)を知 (し)らずに生 (い)きてきました。そんな私 (わたし)のために
イエス様 (さま)が身代 (みが)わりになって十字架 (じゅうじか)について死 (し)んでくださり、
よみがえって私 (わたし)の主人 (しゅじんｎ)として来 (き)てくださったことを信 (しん)じます。
いま心 (こころ)の門 (もん)を開 (ひら)きます。心 (こころ)に入 (はい)ってきてください。
永遠 (えいえん)に私 (わたし)の主人 (しゅじん)になって、私 (わたし)の生活 (せいかつ)を導 (みちび)いてください。
神様 (かみさま)とともに生 (い)きる新 (あたら)しい年 (とし)をはじめられますように。
生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。
アーメン

おめでとう！イエス・キリストがあなたの人生 (じんせい)の主人 (しゅじん)になりました！これからは、イエス様 (さま)があなたをいちばん安全 (あんぜん)な道 (みち)に
導 (みちび)いてくださいます。
1月 (がつ)は、新 (あたら)しい年 (とし)がはじまる月 (つき)です。
多 (おお)くの人 (ひと)々 (びと)は、新 (あたら)しい年 (とし)の計画 (けいかく)をたてて、がんばろうと決意 (けつい)します。
でも、人 (ひと)は神様 (かみさま)に会 (あ)わないなら
結局 (けっきょく)、自分 (じぶん)の運命 (うんめい)どおりに生 (い)きるしかありません。

しかしキリストであるイエス様 (さま)に会 (あ)うなら、神 (かみ)の子 (こ)どもになって
私 (わたし)とともにおられる神 (かみ)様 (さま)と幸 (しあわ)せな旅 (りょ)程 (てい)を歩 (あゆ)むことができます。
そして運命 (うんめい)、運勢 (うんせい)、のろい、わざわいを完全 (かんぜん)に終 (お)わらせてくださった
イエス・キリストが、私 (わたし)の主人 (しゅじん)になって、神様 (かみさま)が守 (まも)ってくださる
御手 (みて)の中 (なか)にいるようになります。
いまイエス様 (さま)が、その祝福 (しゅくふく)の中 (なか)にあなたを招 (まね)いておられます。

受 (う)け入 (い)れの祈 (いの)りを心 (こころ)からするなら、
その祝福 (しゅくふく)をいっしょに味 (あじ)わえるようになります。
1年 (ねん)をはじめる
あなたに送 (おく)る手紙 (てがみ)
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